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ミレニアム開発目標(MDGs)の概要 
 

報告：土屋仁美 
はじめに 
・ 世界の現状 
・ 国連における開発の取り組み 
 
1 ミレニアム開発目標(MDGs)とは 
(1)  ミレニアム開発目標(MDGs)  → 資料 1、資料 2 
・ 147 の国家元首を含む 189 の加盟国代表によるミレニアム宣言(2000 年ミレニアム・サミット) 
・ 1990 年代の主要な国際会議・サミットで約束された国際的な開発目標 

→ ミレニアム開発目標(MDGs) ：国際的な開発目標の共通枠組み 
 
(2) ミレニアム開発目標(MDGs)の特徴 
① 限られたテーマや分野を超えた包括的な開発目標の実現を公約したこと 
② 国連システム全体の努力がミレニアム開発目標(MDGs)達成のために集約されていること 
③ 目標達成のための具体的な戦略と取り組みが打ち出されていること 
④ 多くの開発途上国と先進国が自国の開発あるいは開発援助の政策や枠組みとして取り入れているこ

と 
 
2 ミレニアム開発目標(MDGs)の達成に向けた国連システムによる取り組み 
（1） 進捗状況のモニタリング――『国連ミレニアム開発目標報告 2008』  → 資料 3 
① ミレニアム開発目標(MDGs)達成に向けた前進 
目標 2：小学校の就学率は 90％、10 地域のうち 2 地域を除く全地域で、2015 年までに目標達成可能 
目標 3：6 地域で、小学校のジェンダー平等(男子生徒に対する女性生徒の割合)が 95％以上 
目標 6：麻疹による死者は 2000 年から 2006 年にかけて 3 分の 1 に減少し、開発途上国地域における子

どもの予防接種率が 80％ 
目標 7：1990 年以来、新たに 15 億人以上がきれいな飲み水を利用可能 
目標 8：民間企業の支援により、最貧国では携帯電話技術と必須医薬品が普及しつつある 
目標 8：国際的債権者による債務帳消しなどにより開発途上国での社会事業支出が増大し、より多くの資

源を貧困層の保健や教育のニーズ充足に利用 
 
② ミレニアム開発目標(MDGs)達成への課題 
目標 1：発展途上国で就職している女性のほぼ 3 分の 2 は、自営業者や無給の家内労働者として、不安

定な職に就いている 
目標４：開発途上地域の子どものうち、約 4 分の 1 が栄養不良 
目標 5：発展途上国では毎年、50 万人以上の母親が出産時に、または妊娠合併症により死亡 
目標 7：開発途上地域人口のほぼ半数は、依然として改良衛生施設を利用不可能 



貧困根絶とミレニアム開発目標(MDGs)の達成をめざして、STAND UP！(法政大学 MDGs 研究会) 

2 
 

目標 7：発展途上地域で増大を続ける都市人口のうち 3 分の 1 以上はスラム居住者 
 
(2) 研究・分析・提言活動――「開発への投資：ミレニアム開発目標(MDGs)達成のための実践的行動計画」 
・ 途上国におけるミレニアム開発目標(MDGs)に依拠した貧困削減戦略(PRS)の策定 
・ 援助国における計画の支援：政府開発援助(ODA)の大幅な増額 
 
(3) 啓発活動：10 月 17 日(「国際貧困の日」)におけるスタンドアップ・キャンペーン 
・ ミレニアム開発目標(MDGs)の達成など貧困問題解消のための意思表示として立ち上がり(STAND 

UP)、政治のリーダーたちに貧困問題解消のための政策をとるよう行動し(TAKE ACTION)、その人

数でギネス記録に挑戦する世界同時アクション(2006 年～) 
 
(4) 開発事業の推進 
・ ミレニアム開発目標(MDGs)に沿った国連開発援助枠組み(UNDAF)の策定 
・ 貧困削減戦略文書(PRSP)プロセスの支援 
 
3 日本政府による取り組み 
(1)  ミレニアム開発目標(MDGs)に対する取り組み 
① 貧困削減(目標 1)：インフラ整備や人材育成 
・ 教育、保健、農村開発、中小企業育成、基礎社会サービス拡充や貧困層の協力強化 
② 教育(目標 2・3)：「機会」の確保、「質」の向上、「マネージメント」の改善 
③ 保健・医療(目標 4・5・6)：疾病に対する個別の対策、保険医療システムの強化、他の関連分野の強化 
④ 水・衛生(目標 4・5・7)：安全・安定的な飲料水の提供と衛生的な下水道の普及 
＊ 飲料水・衛生分野で世界最大の援助国 

⑤ 環境(目標 7)：「環境温暖化対策」、「環境汚染対策」、「水問題への取り組み」、「自然環境保全」 
⑥ 貿易・投資(目標 8)：アフリカ開発におけるアフリカ諸国の自助努力と国際社会の協調の重要性 
 
(2) 政府開発援助(ODA)の事業量：日本の増額目標  → 資料 4、5 
・ 「100億ドル積み増し」国際公約の中でその他の国際公約を実現していく 

→ 2005年～2009年の5年間の政府開発援助事業量について2004年実績(89億ドル)と比較して、100億
ドルの積み増しを目指す。達成期限は留保しつつ、政府開発援助の対GNI比0.7％目標自体は受入

れ 
 
おわりに 
・ 各国によるミレニアム開発目標(MDGs)の具体的な取り組み 
・ ミレニアム開発目標(MDGs)に対する政府開発援助と民間企業の援助の割合 

政府開発援助(80％→35％) 
民間企業による投資(8％→60％) 
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